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はじめにはじめに

・燃費改善のための輸送機器の軽量化

・各種スクラップのリサイクル技術の
構築

・エネルギー問題
・環境問題

注目

特徴:
�密度 : 1 74Mg/m3

マグネシウム合金マグネシウム合金

なぜマグネシウムなぜマグネシウム?? 構造用金属材料中で最も軽量構造用金属材料中で最も軽量
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忘れられた金属

�密度 : 1.74Mg/m3

2/3 of Al, 1/4 of Fe
�高比強度高比強度
＆高比剛性高比剛性

�高減衰能
�高熱伝導率
�良好な寸法安定性
�高い電磁波シールド性
�良好な機械加工性
�豊富な資源
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日本のマグネシウム需要推移



ステアリングハンガービーム

シリンダーヘッドカバー

ステアリングホイール

テールゲート
インナードアパネル

自動車用自動車用マグネシウムマグネシウム部品部品のの例例

シートフレーム

インナードアフレーム

トランスミッションケース

インテークマニホールド

プレス成形品プレス成形品



溶融マグネシウム（溶湯）は，空気に触れると酸化する，すなわち，発火,燃焼する。したがって，溶解工
程で溶湯表面と空気とを遮断するための保護ガスが必要である。古くは硫黄などのフラックスで表面を
覆い，空気との直接接触を防いでいた。今日では，塩類のフラックスや濃厚な亜硫酸ガス（SO2）用いて
いた。1970年頃より操業現場や作業者に害を及ぼ左内六フッ化イオウ（SF6)ガスを低濃度に空気で希釈
したものや，AF6ガスと空気と二酸化炭素を混合させたガスを使用しているSF6ガスはマグネシウム溶湯
表面のMgSO4のフィルムを形成し，過度の酸化を防ぐ。このためにSF6ガスはマグネシウム溶解時に必
要である。

SF6ガスがマグネシウム溶解に何故必要か

ここに使用

ここに使用

ここに使用



SF6ガスによって保護された溶湯表面の例

溶湯保護されている溶融マグネシウム

溶湯表面近傍では燃焼が認められない

溶湯保護されていない溶融マグネシウム

溶湯表面近傍で著しく燃焼している

出典：U.S，EPA他，マグネシウム溶湯保護用SF6代替ガス，P1，2006.



代替ガスの導入促進により2020年で２００万トン程度削減が可能

マグネシウム溶解量とCO2換算排出量
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SF6ガス排出規制の動向



SF6代替ガス





SF6ガス使用量（排出量）の削減のための具体的に実施している対策内容

SF6ガスの排出寮削減対策の内容 回答数

パッキングの工夫によりガスリークを少なくした １２

インゴット投入やドロス・スラッジ除去時のガスリークを制御できるようにした ２

保護ガス濃度を従来より低く管理出来るようになった ８

全体の混合ガスの湿度管理を強化した ６

希釈用空気の湿度管理を強化した。 １

保護ガスの炉内分配を適切に出来るように管理 ３

複数回答

保護ガスの炉内分配を適切に出来るように管理 ３

保護ガスが溶湯表面に到達出来るように管理した ４

メタル温度ガスを均一化，低く管理した ２

溶湯の対流を抑えた １

溶鉱炉（鋳造炉）の構造を変更 ２

三交代操業により溶湯の冷媒，加熱時間中の保護ガス消費が大幅に低下した ４

その他： 1) 休日中は溶湯温度を650℃に保持， 2) 保護ガスの流量管理を徹底し，
ロスの削減に努める， 3)配管中からのリークの抑制， 4) 代替えガスへの移行検討，
5) 配管からの漏れ確認検査を定期的に行う。

５



SF6削減のための対策と課題
＜削減対策＞

①SF6代替ガスの導入（候補ガス：FKガス、HFC134a、希釈SO２ ）
（開発中ガス： OHFC-1234ze 、 CF３I ）

②不燃マグネシウム合金の実用化（マグネシウム中へCa添加）
③使用設備からの漏洩防止対策（密閉性の強化、設備の改善）

12

④SF6ガス使用の最適化（低濃度化、流量管理、湿度管理等）

＜課題＞

①代替ガスの早期開発と実用化
②SF6代替ガスの導入に伴うコストの増加（初期投資、ランニング）
③代替ガスの安全性の充分な確認


